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平成３０年度中間貯蔵施設等による周辺環境への保全対策検討及び影響調査　業務に関する提案書の提出について
標記の件について、別添のとおり提出します。
なお、書類の提出に当たり、暴力団排除に関する誓約事項に誓約します。

平成３０年度中間貯蔵施設等による周辺環境への保全対策検討及び影響調査　業務に関する提案書
　
提案書作成責任者
（株）○○　△部×課　○○○
電話番号、ＦＡＸ番号、メールアドレス
はじめに
　本書は、平成３０年度中間貯蔵施設等による周辺環境への保全対策検討及び影響調査業務に係る仕様書に基づき、その実施方法等に関する提案を行うものである。本業務の実施に当たっては、同仕様書を遵守し、本提案書をその実施計画書と位置づけて行うものとする。
　
１　業務の基本方針
（作成注）
　仕様書を踏まえ、業務の実施に当たっての基本方針を記述すること。
	


（※）Ａ４判２枚以内とする。

２　業務の実施方法
２．１　仕様書３（２）　現地調査
（作成注）
　工事中あるいは供用中の施設等が混在する複雑な環境調査であることを踏まえ、整備予定の施設に対して有効な環境保全対策が立案できる調査を具体的に提案すること。
	


（※）Ａ４判２枚以内。複数の事項を提案する場合はそれぞれＡ４判１枚以内ずつとする。
２．２　仕様書３（３）環境影響の予測・評価
（作成注）
　環境影響の予測・評価の留意点、方法案を、具体的に記載すること。特に段階的に整備される施設が存在することを踏まえた予測・評価の方法について、具体的に提案すること。
	


（※）Ａ４判２枚以内。複数の事項を提案する場合はそれぞれＡ４判１枚以内ずつとする。

２．３　仕様書３（４）具体的な環境保全対策の立案
（作成注）
　従来実施された本業務の予測・評価結果を踏まえた課題が整理され、かつ今後の施設整備計画を踏まえた環境保全対策が立案されていること。
	


（※）Ａ４判１枚以内。複数の事項を提案する場合はそれぞれＡ４判１枚以内ずつとする。
２．４　仕様書３（５）有識者からの意見聴取
（作成注）
　有識者からの意見聴取を進めていく上での留意点、方法案を具体的に記載すること。
	


（※）Ａ４判１枚以内。複数の事項を提案する場合はそれぞれＡ４判１枚以内ずつとする。
３　業務の実施計画
（作成注）
　仕様書に係る作業事項を作業進行予定表にまとめること。
	時　期
	内　　　容

	
	


（※）Ａ４判１枚以内とする。
４　業務の実施体制
４．１ 執行体制、役割分担等
（作成注）
業務の実施体制について、配置予定管理技術者及び配置予定照査技術者の氏名・役職、従事者の役割分担、従事者数、内・外部の協力体制等を表にまとめること。

	


（※）Ａ４判２枚以内とする。
４．２　従事者の実績、能力、資格等
（作成注）
　業務に従事する者の類似業務において、放射性物質を取り扱う施設による周辺環境への影響評価及び環境保全対策の検討に係る実績、本業務に関係する能力の資料、資格等を明示すること。

また、本業務に従事する配置予定管理技術者の業務従事期間中における本業務以外の手持ち業務の状況を記載すること。
（１）本業務の配置予定管理技術者
	氏　　名
	
	生年月日
	

	所属・役職

	
	経験年数（うち類似業務従事年数）

	
	
	               年（　　　　　　年）

	専門分野
	

	所有資格
	

	経歴（職歴／学位）

	

	所属学会
	

	類似業務の実績

	業務名
	業務内容
	履行期間

	
	
	　年　月～　年　月


	主な手持ち業務の状況（平成　年　月　日現在　件）

	業務名
	業務内容
	履行期間

	
	
	　年　月～　年　月



（※）業務内容の欄は概要を記入する。
（※）手持ち業務の欄は契約金額が500万円以上のものを対象とする。
（※）Ａ４判１枚以内とする。
（２）本業務の配置予定照査技術者
	氏　　名
	
	生年月日
	

	所属・役職

	
	経験年数（うち類似業務従事年数）

	
	
	               年（　　　　　　年）

	専門分野
	

	所有資格
	

	経歴（職歴／学位）

	

	所属学会
	

	類似業務の実績

	業務名
	業務内容
	履行期間

	
	
	　年　月～　年　月


	主な手持ち業務の状況（平成　年　月　日現在　件）

	業務名
	業務内容
	履行期間

	
	
	　年　月～　年　月



（※）業務内容の欄は概要を記入する。
（※）手持ち業務の欄は契約金額が500万円以上のものを対象とする。
（※）Ａ４判１枚以内とする。
（３）配置予定管理技術者及び配置予定照査技術者以外であって本業務に従事する者
	氏名
	所属・役職
	専門分野

	
	
	


（※）Ａ４判１枚以内とする。
５　地域配慮
（作成注）
　福島県内に本社、支店を有しているかを評価するため、実態を記載すること。
	


６　組織の実績
（作成注）
　過去に類似業務において、放射性物質を取り扱う施設による周辺環境への影響評価及び環境保全対策の検討に係る実績があれば、業務名、それぞれの概要等を記載すること。
	業務名
	
	
	

	発注機関
（名称、所在地）
	
	
	

	(受託者名)
	
	
	

	(受託形態)
	
	
	

	履行期間
	
	
	

	業務の概要

	
	
	

	技術的特徴

	
	
	

	主たる担当者の従事の有無
	
	
	


注１
本様式は、Ａ４判４枚以内に記載すること。
注２
業務名は１０件まで記載できるものとする。
注３
発注機関の受注形態欄には、元請受注か下請受注かの区別を記載すること。
注４
業務の概要の欄には、業務内容を具体的かつ簡潔に記載すること。
注５
実績を証明するものとして、契約書写し、注文・請書写し（下請の場合のみ）を添付すること。
７．組織の環境マネジメントシステム認証取得状況

（作成注）
　  ISO14001、エコアクション21、KES、エコステージ、地方公共団体による認証制度等のうち、第三者による環境マネジメント認証取得の有無、有の場合は認証の名称を記載し、証明書の写しを添付すること。ただし、提案書提出時点において認証期間中であること。
	認証の有無：　　　　　　認証期間：


	認証の名称：



注１　証明書の写しを添付すること。
注２　事業者の経営における主たる事業所（本社等）において取得しているものに限る。
８．ワーク・ライフ・バランス等の推進状況に関する取組状況
　（作成注）
　　女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（以下「女性活躍

進法」という。）、次世代育成支援対策推進法（以下「次世代法」という。）、青少年の雇用の促進等に関する法律（以下「若者雇用推進法」という。）に基づく認定等（えるぼし認定等、くるみん認定、プラチナくるみん認定、ユースエール認定）の有無、有の場合は認定等の名称を記載し、認定通知書等の写しを添付すること。

ただし、提案書提出時点において認定等の期間中であること。
	


1

